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Ｈ２７ ３年 第三回基礎学力テスト

１．

（１）－１０＋６＝－４

（２）（－４ａ＋２ｂ）－（ａ－７ｂ）＝－４ａ＋２ｂ－ａ＋７ｂ

＝－５ａ＋９ｂ

（３） １２ × ２０＝２ ３ × ２ ５＝４ １５

（４）ｙはｘ

（３，６）を代入して

６＝９ａ

よってｙ＝

２

ｘ＝６のとき、

に比例しているので

２

３

ａ＝

ｘ

６

９

２

＝
２

３

ｙ＝
２

３

ｙ＝ａｘ

× ６× ６＝２４

２

ア ２４

（５） 平行四辺形の向かい合う角は等しい

ので∠ＡＤＣ＝５６°

錯角なので∠ＤＡＣ＝５６

∠ＣＤＥ＝１８０－５６× ２＝１８０－１１２＝６８°

∠ＤＥＣ＝５６

（６）３ｘ＋２ｙ＝２４

（ｘ，ｙ）＝（４，６）
（７）６：１８＝８：ｘ

６ｘ＝１４４

ｘ＝２４

（８） 確率は
１０

４
＝
２

５

（９）
３ｘ－ｙ＝１３

ａｘ＋ｙ＝７

代入して

１２－ｂ＝１３

４ａ＋ｂ＝７

（ｘ，ｙ）＝（４，ｂ）

ｂ＝－１

４ａ－１＝７ ４ａ＝８ ａ＝２
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（１１） 平均値が最頻値とはなっていない。

０～２０と６０～８０に多く分布している。

２．

（１０） 側面積の扇形の中心角は３６０×

側面積＝π× １０

底面積＝π× ４

４０π＋１６π＝５６π

２＝１６π

２× ２
５
＝４０π

半径

母線
＝３６０×

１０

４
＝１４４°
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３．

（２）（１５－ｘ）（２１－３ｘ）＝２４０

（１）１４× １６＝２２４ｍ

３１５－４５ｘ－２１ｘ＋３ｘ

３ｘ

ｘ

ｘ＝

２

２

－６６ｘ＋７５＝０

－２２ｘ＋２５＝０

２２± ３８４

２

２

＝
２２± ８ ６

２

２＝２４０

＝１１± ４

＝１１－４

６

６

（１）ｙ＝ａｘ

（２）Ａ（－２，４）Ｂ（３，９）

（３）△ＡＢＣ

９＝９ａ

傾きは

△ＣＤＢ＝

６＋４＝１０

５

５

２

＝１

ａ＝１

４× ３
２

にＢ（３，９）を代入して

＝６

ｙ＝ｘ＋ｂとおくと

９＝３＋ｂ

よって

△ＣＤＡ＝

ｙ＝ｘ＋６

ｂ＝６

４× ２
２

（３，９）を代入して

＝４
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４．

（４）Ｂを通ってＡＣと平行な直線は

ｙ＝－ｘ＋ｂ

９＝－３＋ｂ

ｙ＝－ｘ＋１２

ｘ軸との交点は

（ｃ，０）＝（１２，０）

ＢＡの延長上にＦをとりＦＢの中点がＡとなる点として

Ｆをとる。

Ｆを通ってＡＣに平行な直線は

ｙ＝－ｘ＋ｂとおくと

－１＝７＋ｂ

ｙ＝－ｘ－８

０＝－ｘ－８

（ｂ，０）＝（－８，０）

Ｆ（－７，－１）

とｘ軸の交点は

（３，９）を代入して

ｂ＝１２

ｂ＝－８

ｘ＝－８

ｙ＝０を代入して

（－７，－１）を代入して

ｂ＝－８

ｃ＝１２

ｙ＝０を代入して

ｘ＝１２

（１）

（２）

（３）①

②

エ

２０８－５０× ０．７＝２０８－３５＝１７３

２０８－０．７ｘ＝２２０－ｘ

ア

イ

ｙ＝０．８（２２０－ｘ）＝１７６－０．８ｘ

ｙ＝０．５（２２０－ｘ）＝１１０－０．５ｘ

４０

小さい

０．３ｘ＝２２０－２０８＝１２

ｘ＝４０
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５．

（１）△ＡＢＰ＝△ＡＰＣ

（２）ｘ＝１０のとき

（３）①

ＭＰ∥ＡＢ

これで３組の辺の比がすべて

△ＡＢＣ∽△ＭＰＣ

中点連結定理より

ＡＣ：ＰＣ＝ＢＣ：ＭＣ

１６：ｘ＝２０：８

２０ｘ＝１２８

ＭＰ＝

ｘ＝６．４

Ｍ，Ｐはともに中点となるので

１

２
ＡＢ

△ＭＰＣ＝

１

２

となるとき

なので

１

２
△ＡＰＣ ２：１

②
１３．６

２０
＝
２００

１３６
＝
５０

３４
＝
２５

１７
倍


